






【要約】HTLV-1 浸淫地域における母子間の HTLV-1 抗体陽性率の差を検討するために,沖縄

の母子 168組の長期追跡調査を行った。母親がHTLV-1 抗体陽性で 18 歳まで抗体陽転のみ

られなかった子ども20 例は,22 歳まで追跡しても抗体陰性のままであった。抗体陰性の子

ども 164 例のうち,18 歳から 22 歳の間に抗体陽転がみられたのは 1例のみであった。これ

らのことより,母子間の抗体陽性率の差を説明する成績は得られなかった。追跡集団の疫学

的背景を知る目的で,沖縄本島住民の HTLV-1 抗体調査を行った。小児と成人女性(20～30

歳代)の抗体陽性率はそれぞれ 1%と 10%で,母子間の抗体陽性率に著しい差があり,従来の

疫学調査とほぼ同様であった。 


